
姫路港網干沖小型船舶係留施設（網干沖ボートパーク）の管理運営に関する評価（案）【平成 28年度～令和２年度】 

（令和２年 11 月 26 日（木）姫路港網干沖小型船舶係留施設指定管理者候補者選定委員会） 

 
１ 施設維持管理業務 

・ トイレをはじめ施設の清掃について、公募時の業務仕様書で示された水準（原

則週２回以上実施）以上の頻度で実施（毎日実施）するなど、施設の快適性を向

上させる取り組みを行っている。 
・ Ｒ２年度の利用者アンケート調査の結果（参考資料２）によると、「やや不満」

及び「大変不満」を除く割合（「普通」以上）について、清掃状況が 88.4%、施

設の点検・保守状況が 81.8%と概ね高い評価を得ている。 
・特に、新たに防犯カメラの設置による安全･防犯体制の強化や、水道環境の増設

工事の実施など、利用者ニーズに応える取り組みも実施しており利用者からも高

い評価を得ている。 
・一方で、利用者からは台風や強風時における船舶破損を防止するためのパトロー

ル実施や、施設の簡易修繕に係る指摘を受けている。 
 
２ 運営業務 

・ 受付業務対応窓口の拡張や営業時間の延長〔計画上は繁忙期（５～９月）9:00
～19:00、通常期（10～４月）9:00～17:00 のところ、通年で繁忙期の対応〕な

ど、利用者の利便性を向上させる取り組みを行っている。 
・ Ｒ２年度の利用者アンケート調査の結果（参考資料２）によると、「やや不満」

及び「大変不満」を除く割合（「普通」以上）について、日常の対応が 87.5%、

苦情対応が 81.8%、事故・台風など緊急時の対応が 80.8%、情報提供が 79.8%、

講習会等利用者サービスが 73.1%と概ね高い評価を得ており、適切な運営がなさ

れている。 
 
３ 利用状況 

・ 社会情勢の変化に伴い、プレジャーボート艇数は全国的に減少傾向にあるが、

施設の PR や体制強化等、入艇促進を図ることにより、艇置隻数の維持に努めて

いる。 
・ 利用者の利便性を高めるサービスの提供による利用者の定着化を図り、安定的

な艇置数確保に努めている。 
 
４ 収支状況 

・ 利用料収入が減少傾向にあるものの、自助努力により経費の削減に努め、協定

で定めた県への還付金を確実に支払っている。 
 
５ 運営体制 

・ 利用者からの苦情要望等に対して、苦情解決責任者、苦情受付担当者を配置し、

特に苦情受付は複数の窓口に配置するなど、苦情受付に真摯に対応している。 
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